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契約案件（主なもの）

◆物品（除雪ドーザ２台）購入契約の締結

　岩城総合支所及び鳥海総合支所へ配備する除雪

　ドーザを購入するもの

　契約金額：１７３２万５千円（１１ｔ級車輪式）

１７７１万円（１４ｔ級車輪式）

　契約の相手方：コマツ秋田株式会社　由利支店

　　　　　　　　　　　　　　支店長　松田　耕治

◆前郷浄化センター機械電気設備長寿命化工事請負

　契約の締結

　前郷浄化センターの水処理施設の機械電気設備が

　経年劣化により腐食が進行していることから長寿

　命化計画に基づき更新工事を実施するもの

　契約金額：２億１９７８万円

　契約の相手方：中村鉄工・本荘電気特定建設工事

　　　　　　　　共同企業体

　　　　　　　　代表者　中村鉄工株式会社

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　中村　圭

条例関係（主なもの）

●地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展

　の基盤強化に係る固定資産税の課税免除に関す

　る条例の制定

　地域経済牽引事業による本市における経済の活

　性化及び雇用の創出を目的とする固定資産税の

　課税免除を実施するためのもの

●学校給食費に関する条例の制定

　小学校及び中学校における学校給食費について、

　公会計による管理を実施するためのもの

■ 平成３０年度 決算の内訳■ 平成３０年度 決算の内訳

歳  入 歳  出
市税
7,967,266
（14.3%）

繰入金
1,615,586
（6.3%）

諸収入ほか
2,267,687
（4.0%）

繰越金
2,434,613
（6.5%）

地方交付税
18,676,111
（34.6%）

国庫・
県支出金
9,180,385
（17.3%）

市債
6,460,000
（12.9%）

地方消費税
交付金ほか
2,106,902
（4.1%）

総務費
6,042,422
（12.5%）

民生費
13,009,305
（26.9%）

農林水産業費
3,483,782
（7.2%）商工費

1,179,760
（2.4%）

土木費
7,933,635
（16.4%）

消防費
1,970,136
（4.1%）

教育費
3,692,545
（7.6%）

公債費
6,787,668
（14.0%）

その他
4,347,671
（8.9%）

■市税
■繰入金
■繰越金
■諸収入ほか

■地方交付税
■国庫・県支出金
■市債
■地方消費税交付金ほか

自主財源

依存財源

（単位：千円）

（２８．２％）

（７１．８％）

＜主な内訳＞

　総務費：施設の管理、地域づくり、人件費など

　民生費：社会福祉、児童福祉、生活保護など

　公債費：市が借りたお金の返済

■人権擁護委員（任期：３年）

　　柏原　正人　氏（新任）本荘地域　笹道

人　事　案　件

洋上風力発電
海外先進地調査
事業を終えて

　
本
市
沖
へ
の
風
力
発
電
計
画
が
表
面
化

し
て
以
降
、
市
民
か
ら
は
、
期
待
と
と
も

に
不
安
や
反
対
の
声
が
次
第
に
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
で
は
風

力
発
電
の
影
響
に
関
す
る
知
見
が
少
な
く

正
確
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
洋
上
風
力
先
進
地
で
あ
る
欧
州
へ
の

現
地
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
議
会
に
は
「
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
」、「
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
」

な
ど
の
役
割
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
様
に
調
査
を
実
施
し
、
正
確
な
情

報
を
市
民
に
報
告
す
る
こ
と
が
重
要
と
判

断
し
、
市
の
調
査
に
同
行
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
主
に
風
力
発
電
に
よ
る

「
健
康
被
害
、
景
観
な
ど
生
活
環
境
」「
動

植
物
な
ど
自
然
環
境
」
へ
の
影
響
、「
地

域
産
業
、
雇
用
創
出
」
へ
の
効
果
な
ど
、
市

民
の
不
安
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
に

主
眼
を
お
き
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
７
月
２１
日（
日
）〜
２７
日（
土
）

　　の
７
日
間

　【
実
質
調
査
期
間
　
４
日
間
（
４
カ
国
）】

　
市
議
会

　高
橋
信
雄
議
員
、
高
野
吉
孝

　
議
員
、
正
木
修
一
議
員
、
事
務
局
長

（
随
行
員
）

　
市
当
局

　長
谷
部
市
長
、
九
嶋
副
市
長

　
ほ
か
、
職
員
３
名
（
随
行
員
含
む
）

　
報
道
機
関

　秋
田
魁
新
報
社
１
名

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　
　
　
【
７
月
２２
日
（
月
）
】

　
①
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
洋
上
風
力
発
電
所
の

　
　
現
地
調
査

　
②
現
地
住
民
へ
の
聞
き
取
り

　
③
市
長
及
び
地
域
住
民
代
表
へ
の
聞
き

　
　
取
り

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　

　
　
　
【
７
月
２３
日
（
火
）
】

　
①
ス
ク
ロ
ビ
ー
・
サ
ン
ズ
洋
上
風
力
発

　
　
電
所
及
び
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
現

　
　
地
調
査

　
②
現
地
住
民
、
観
光
客
、
ホ
テ
ル
経
営

　
　
者
へ
の
聞
き
取
り

　
③
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス
市
長
へ
の
聞

　
　
き
取
り

　
オ
ラ
ン
ダ　

　
　
【
７
月
２４
日
（
水
）
】

　
①
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
体
験
施
設
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
②
ウ
ェ
ス
タ
ー
メ
イ
ヤ
ー
湖
畔
風
力
発

　
　
電
所
の
現
地
調
査

　
③
北
東
ポ
ル
ダ
ー
市
長
及
び
職
員
へ
の

　
　
聞
き
取
り

　
デ
ン
マ
ー
ク

　
　
　
【
７
月
２５
日
（
木
）
】

　
①
エ
ス
ビ
ア
港
（
風
車
搬
出
拠
点
港
）

　
　
の
現
地
調
査

　
②
市
長
及
び
港
湾
管
理
会
社
へ
の
聞
き

　
　
取
り

                                                       

　
調
査
の
過
程
で
感
じ
た
こ
と
は
、
賛

成
・
反
対
に
か
か
わ
ら
ず
市
民
の
声
を
良

く
聞
き
対
応
す
る
と
い
う
姿
勢
、
計
画
の

早
い
段
階
で
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
住
民
が
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

１
．
調
査
に
至
る
経
緯
、
目
的

２
．
主
な
調
査
項
目

３
．
調
査
の
日
程

４
．
調

　査

　者

５
．
調
査
先
及
び
主
な
調
査
内
容

６
．
調
査
結
果
ま
と
め

地元コミュニティ代表への聞き取り（スコットランド）

ビーチの観光客への聞き取り（イングランド）

スコットランド→イングランド→オランダ→デンマークスコットランド→イングランド→オランダ→デンマーク

16由利本荘市議会だより  令和元年／2019年12月1日発行

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
各
国
で
聞
き
取
り
し
た
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
①
　
洋
上
風
力
は
離
岸
距
離
が
十
分
に

　
　
あ
り
生
活
音
を
下
回
る
た
め
、
ほ
と

　
　
ん
ど
騒
音
、
低
周
波
音
な
ど
に
よ
る

　
　
影
響
は
な
い
。

　
　
　
た
だ
し
、
強
風
時
は
音
が
聞
こ
え

　
　
る
場
合
も
あ
る
。

　
②
　
景
観
は
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
こ

　
　
と
か
ら
「
賛
成
と
反
対
」
双
方
の
意

　
　
見
が
あ
る
。

　
　
　
健
康
問
題
よ
り
も
「
景
観
」
が
大

　
　
き
な
問
題
に
発
展
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
③
　
景
観
へ
の
配
慮
の
た
め
、
設
置
数
や

　
　
配
列
が
変
更
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。

　
④
　
自
然
保
護
団
体
、
住
民
団
体
か
ら

　
　
の
風
車
建
設
反
対
に
関
す
る
裁
判
の

　
　
事
例
が
あ
る
。

　
　
　
裁
判
が
長
期
化
し
最
高
裁
ま
で
に

　
　
至
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

　
　
国
が
勝
訴
し
工
事
は
再
開
し
た
。

　
⑤
　
農
業
、
畜
産
、
漁
業
な
ど
各
産
業

　
　
へ
の
影
響
は
な
い
。

　
　
　
漁
業
で
は
、
建
設
中
の
影
響
は
一

　
　
部
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
魚
が
戻
り
、

　
　
漁
礁
効
果
も
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告

　
　
が
あ
る
。
酪
農
（
牛
）
、
ミ
ン
ク
飼

　
　
養
に
お
い
て
は
、
従
業
員
も
含
め
被

　
　
害
の
報
告
は
一
切
な
い
。

　
⑥
　
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
は
あ
る
が
、

　
　
交
通
事
故
や
猫
に
よ
る
食
害
な
ど
の

　
　
被
害
よ
り
は
少
な
い
。

　
⑦
　
洋
上
風
力
を
原
因
と
す
る
海
岸
の

　
　
砂
の
移
動
な
ど
自
然
環
境
へ
の
影
響

　
　
は
な
い
。

　
⑧
　
海
水
浴
客
・
サ
ー
フ
ァ
ー
か
ら
の

　
　
苦
情
は
な
い
。

　
⑨
　
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
正
確
な
情

　
　
報
提
供
が
、
観
光
客
の
増
加
や
苦
情

　
　
減
少
に
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
⑩
　
風
力
発
電
も
原
動
機
・
発
電
機
で

　
　
あ
る
か
ら
自
動
車
な
ど
と
同
様
に
低

　
　
周
波
音
は
出
る
が
、
ボ
ッ
ク
ス
内
に

　
　
格
納
さ
れ
て
お
り
遮
断
す
る
こ
と
が

　
　
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
７
０
０
ｍ
程
度
離
れ
て
い
る
民
家

　
　
で
も
健
康
被
害
を
訴
え
て
は
い
な
い
。

　
①
　
事
業
者
か
ら
の
行
政
、
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
テ
ィ
、
地
域
住
民
へ
の
地
域
貢
献
は

　
　
各
国
と
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
地
元
貢
献
が
法

　
　
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
②
　
経
済
波
及
効
果
は
観
光
（
見
学
ツ

　
　
ア
ー
な
ど
）
や
雇
用
の
面
が
大
き
く
、

　
　
関
連
事
業
者
が
地
元
に
オ
フ
ィ
ス
を

　
　
設
置
す
る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
。

　
　 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
人
気
観
光

　
　
施
設
の
ト
ッ
プ
１０
に
入
っ
て
い
る
。

　
③ 

風
力
発
電
事
業
者
は
可
能
な
限
り

　
　
地
元
雇
用
に
努
め
て
い
る
。

　
④
　
港
の
整
備
に
伴
う
雇
用
創
出
、
風

　
　
車
の
巡
回
点
検
等
漁
業
者
へ
の
雇
用

　
　
が
生
ま
れ
た
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

 
 

①
　
洋
上
風
力
の
開
発
エ
リ
ア
、
建
設

　
　
位
置
、
風
車
本
数
の
制
限
な
ど
を
設

　
　
け
て
い
る
国
や
地
域
も
あ
る
。

 
 

②
　
事
業
終
了
に
伴
う
発
電
施
設
撤
去

　
　
の
経
費
は
、
補
償
金
と
す
る
方
法
、

　
　
建
設
直
後
あ
る
い
は
１０
年
後
か
ら
積

　
　
立
を
開
始
す
る
な
ど
多
様
で
あ
る
。

 
 

③
　
基
本
的
に
風
力
発
電
の
許
可
権
限

　
　
者
は
国
で
あ
る
が
、
１
次
的
許
可
権

　
　
限
が
市
、
２
次
的
許
可
権
限
が
国
の

　
　
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
市
が
許
可
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

　
　
国
が
「
良
し
」
と
し
て
な
け
れ
ば
設

　
　
置
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
④
　
住
民
の
不
安
・
苦
情
等
の
受
付
が

　
　
国
・
州
・
市
の
場
合
も
あ
る
が
、
対

　
　
応
責
任
は
す
べ
て
事
業
者
に
あ
る
。

　
⑤
　
市
に
許
可
権
限
が
あ
る
と
し
て
も
、

　
　
管
理
監
督
の
責
任
は
す
べ
て
事
業
者

　
　
に
あ
る
。

　
⑥
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
低
周
波
・
超
低

　
　
周
波
の
法
的
規
制
基
準
を
被
験
者
の

　
　
８０
〜
９０
％
の
可
否
に
基
づ
き
決
定
し

　
　
て
お
り
、
シ
ャ
ド
ウ
フ
リ
ッ
カ
ー
は

　
　
年
間
６
時
間
以
内
と
す
る
基
準
も
あ

　
　
る
。

　
⑦
　
苦
情
や
何
ら
か
の
問
題
が
原
因
で

　
　「
陸
上
風
力
か
ら
洋
上
風
力
に
移
行

　
　
し
た
」
と
の
ネ
ッ
ト
情
報
は
事
実
で

　
　
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
国
の
政
策
に

　
　
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
で
感
じ
た
こ
と
は
、
欧
州

の
人
々
は
、
地
球
温
暖
化
・
環
境
破
壊
な

ど
自
然
環
境
へ
の
意
識
が
と
て
も
高
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
特
に
、
化
石
燃
料
・

原
発
に
は
強
い
拒
否
感
が
あ
り
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
を
教
育
や
実
体

験
を
通
じ
身
に
つ
け
て
お
り
、
風
力
発
電

な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

望
む
思
い
が
「
懸
念
、
変
化
へ
の
不
安
」
を

上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
方
向
に
進
み
た
い
と
の
思
い

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
乗
り
越
え
洋
上

風
力
発
電
を
進
捗
さ
せ
る
原
動
力
で
あ
る

と
の
認
識
を
得
て
き
ま
し
た
。 

　
各
国
で
の
調
査
を
受
け
、
そ
の
結
果
を

事
実
と
し
て
正
確
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
報

告
す
る
た
め
、
調
査
事
業
参
加
者
全
員
の

出
席
の
も
と
市
内
４
カ
所
に
お
い
て
「
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

◎
岩
城
会
場
…
９
月
２５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
岩
　
城
　
会
　
館
　

◎
石
脇
会
場
…
９
月
２７
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
　

◎
西
目
会
場
…
１０
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

◎
本
荘
会
場
…
１０
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
ア
ク
ア
パ
ル

７
．
調
査
を
終
え
て
の
感
想

８
．
市
民
へ
の
報
告
会
の
開
催

（
１
）
市
民
生
活
関
連

（
２
）
地
域
貢
献
関
連

（
３
）
制
度
・
規
定
関
連

ウェスターメイヤー風力発電所（オランダ）

スクロビー・サンズ洋上風力発電所（イングランド）
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　令和元年９月定例会を８月２７日から９月２０日までの２５日間の会期で開催しました。

　市提出案件は５０件で、平成３０年度決算認定１６件のほか、専決処分報告３件を承認し、人事案件、条例関係、

契約締結、令和元年度補正予算などを審議した結果、原案のとおり可決しました。

　また、議員発案２件についても原案のとおり可決しております。

4由利本荘市議会だより  令和元年／2019年12月1日発行

実質収支は19億360万円の黒字

平成３０年度 一般会計決算平成３０年度 一般会計決算

22億6162万6000円

19億360万円

実質収支

3億5802万6000円

令和元年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

855万円

507億507億

歳出総額

4692万4000円4692万4000円

484億484億

平成３０年度決算を認定

財産処分・譲渡

○企業支援貸工場土地及び建物の処分

　石脇第２・３工場、倉庫の建物及び土地

　処分金額：土地 ３２４０万円

　　　　　　建物 ７３４万４千円

　処分の相手方：廣瀬産業株式会社

　　　　　　　　　　　　代表取締役　臼井段一郎

　石脇第４・５工場の建物及び土地

　処分金額：土地 ２６８０万円

　　　　　　建物 １６４１万６千円

　処分の相手方：株式会社共同スチール

　　　　　　　　　　　　代表取締役　野村伊佐夫

○財産の無償譲渡

　久保田児童遊園地

　譲渡の相手方：久保田部落会

可決された議員発案については、議長名にて各関係機関に送付されています。

議員発案（意見書）

意見書送付先 機関議員発案

内閣総理大臣・農林水産大臣第４号
森林・林業・木材関連政策の推進
を求める意見書

内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・農林水産大臣・

国土交通大臣
第５号

新たな過疎対策法の制定に関する
意見書

意　見　書


